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国
会
議
員
の
定
数
削
減
に
係
る
安
倍
晋
三
内
閣
総
理
大
臣
の
見
解
に
関
す
る
質
問
主
意
書

一

安
倍
晋
三
内
閣
総
理
大
臣
は
、
日
本
国
の
行
政
の
長
で
あ
る
内
閣
総
理
大
臣
で
あ
る
と
同
時
に
、
与
党
自
由
民
主
党
の
総

裁
と
い
う
立
場
に
就
い
て
い
る
と
承
知
す
る
が
、
確
認
を
求
め
る
。

二

昨
年
十
一
月
十
四
日
、
当
時
の
安
倍
総
裁
は
、
当
時
の
野
田
佳
彦
内
閣
総
理
大
臣
と
党
首
討
論
を
し
、
国
会
議
員
の
定
数

削
減
を
実
施
す
る
こ
と
に
合
意
し
て
い
る
と
承
知
す
る
が
、
当
時
安
倍
総
裁
と
し
て
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
合
意
内
容
に

同
意
を
し
て
い
る
の
か
、
詳
細
か
つ
正
確
に
説
明
さ
れ
た
い
。

三

現
在
政
府
与
党
は
、
衆
議
院
の
小
選
挙
区
の
定
数
を
い
わ
ゆ
る
「
〇
増
五
減
」
す
る
改
正
法
案
の
成
立
を
目
指
し
て
い
る

と
承
知
す
る
が
、
右
は
二
の
合
意
内
容
と
合
致
す
る
も
の
で
あ
る
か
。

四

本
年
四
月
十
七
日
の
党
首
討
論
に
お
い
て
安
倍
総
理
は
、
民
主
党
の
海
江
田
万
里
代
表
に
対
し
、
「
野
田
氏
は
『
〇
増
五

減
』
を
優
先
さ
せ
る
と
約
束
し
た
」
旨
の
発
言
を
し
て
い
る
と
承
知
す
る
が
、
確
認
を
求
め
る
。

五

四
の
発
言
は
、
二
の
合
意
内
容
と
合
致
す
る
も
の
か
。

六

本
年
六
月
二
日
、
石
破
茂
自
民
党
幹
事
長
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
番
組
の
中
で
、
野
党
の
言
う
衆
議
院
議
員
定
数
の
大
幅
削
減
に
つ
い

て
、
「
定
数
だ
け
削
れ
ば
い
い
と
言
う
論
争
は
一
種
の
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
だ
」
と
の
旨
の
発
言
を
し
て
い
る
と
承
知
す
る
が
、

一



安
倍
総
理
と
し
て
、
右
の
発
言
内
容
を
正
確
に
把
握
し
て
い
る
か
。

七

六
の
石
破
氏
の
発
言
に
関
す
る
安
倍
総
理
の
見
解
如
何
。
安
倍
総
理
に
お
い
て
は
、
内
閣
総
理
大
臣
で
あ
る
こ
と
を
理
由

に
答
弁
を
避
け
る
の
で
は
な
く
、
自
民
党
総
裁
の
立
場
に
就
い
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
、
答
弁
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

八

安
倍
総
理
と
し
て
、
二
の
合
意
内
容
を
踏
ま
え
、
具
体
的
に
ど
の
程
度
の
国
会
議
員
の
定
数
削
減
を
目
指
し
て
い
る
の
か

説
明
さ
れ
た
い
。
な
お
、
安
倍
総
理
に
お
い
て
は
、
内
閣
総
理
大
臣
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
答
弁
を
避
け
る
の
で
は
な
く
、

自
民
党
総
裁
の
立
場
に
就
い
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
、
答
弁
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

右
質
問
す
る
。

二


